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   Ｂ３３Ｙ  10/00     (2015.01)
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【ＦＩ】
   Ｂ２９Ｃ   64/40     　　　　
   Ｂ３３Ｙ   70/00     　　　　
   Ｂ３３Ｙ   10/00     　　　　
   Ｂ２９Ｃ   64/264    　　　　
   Ｂ２９Ｃ   64/112    　　　　
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【手続補正書】
【提出日】令和2年6月12日(2020.6.12)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　サポート材及び造形材を有する三次元物体前駆体から前記サポート材を除去するための
三次元物体前駆体処理剤組成物であって、
　アルカリ金属水酸化物、アニオン性乳化剤、アニオン性高分子分散剤、及び水を含有す
る、三次元物体前駆体処理剤組成物。
【請求項２】
　更に水溶性有機溶剤を、その含有量が１０質量％未満であるように含有する、請求項１
に記載の三次元物体前駆体処理剤組成物。
【請求項３】
　造形材が紫外線硬化型アクリル系樹脂を含む、請求項の１又は２に記載の三次元物体前
駆体処理剤組成物。
【請求項４】
　三次元物体とサポート材とを含む三次元物体前駆体を得る造形工程、及び当該三次元物
体前駆体を三次元物体前駆体処理剤組成物に接触させ、前記サポート材を除去するサポー
ト材除去工程を有するインクジェット紫外線硬化方式による三次元物体の製造方法であっ
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て、前記三次元物体前駆体処理剤組成物が、請求項１～３のいずれか１項に記載の三次元
物体前駆体処理剤組成物である、三次元物体の製造方法。
【請求項５】
　三次元物体が、紫外線硬化型アクリル系樹脂を含有する、請求項４に記載の三次元物体
の製造方法。
【請求項６】
　三次元物体とサポート材とを含む三次元物体前駆体を請求項１～３のいずれか１項に記
載の三次元物体前駆体処理剤組成物に接触させ、前記サポート材を除去するサポート材除
去方法。
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